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１．総合水産試験場概要

① 沿    革

明治 33年 西彼杵郡深堀村に長崎県水産試験場を創設

昭和 4年 長崎市丸尾町に庁舎新設移転

昭和 36年 長崎市松ヶ枝町に庁舎新築移転

昭和 46年 西彼杵郡野母崎町に増養殖研究所を創設

昭和 53年 島原市新田町に島原分場新設移転

昭和 55年 西彼杵郡野母崎町に魚病指導総合センターを創設

平成 9年 長崎市多以良町に 3施設を移転統合し長崎県総合水産試験場を開設

平成 15年 政策調整局科学技術振興課の所管となる

平成 18年 科学技術振興局科学技術振興課の所管となる

平成 23年 水産部漁政課の所管となる

② 業務内容 ・ 分掌事務

管理部
総務課      総合水産試験場の運営・維持管理

調査船の維持管理
鶴丸       調査船「鶴丸」の運航、維持管理等に関すること

企画開発推進室    試験研究の企画立案・総合調整（試験研究計画を含む）に
関すること

漁業資源部
海洋資源科    漁況、海況や資源生態に関する調査・研究

漁業支援の情報提供
漁具漁法の開発・改良

栽培漁業科    放流技術に関する調査・研究
資源管理技術に関する調査・研究       

            
種苗量産技術開発センター
魚類科      魚類の種苗生産に関する技術開発

養殖対象として優良な種苗の育種技術開発
採卵や仔稚魚の飼育管理に関する技術相談

     介藻類科     貝類の種苗生産・増養殖に関する技術開発
藻場造成及び有用藻類の増養殖に関する技術開発

              
水産加工開発指導センター
加工科      魚肉や水産加工品の品質に関する技術の開発

県内加工業者が行う製品の開発や改良に関する技術支援

環境養殖技術開発センター
漁場環境科    浅海域における漁場環境，養殖漁場等の維持・保全の調査・研究
         アサリの養殖技術開発
養殖技術科    養殖魚種の多様化，餌のコスト削減，魚病対策の調査・研究

魚類養殖等の技術相談
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③ 組    織

管理部        総務課

調査船  「鶴丸」

企画開発推進室

海洋資源科
漁業資源部

栽培漁業科
場 長  次 長

魚類科
種苗量産技術開発センター

介藻類科

水産加工開発指導センター     加工科

漁場環境科
環境養殖技術開発センター

養殖技術科

④ 職員の配置

所 属 役 職 氏 名

総合水産試験場
場長
次長

渡邉 孝裕
桐山 隆哉

【管理部】

（総務課）

部長

総務課長
係長
主任主事
主任主事
主任主事

谷口 俊範

谷口 俊範（兼務）
山﨑 健也
吉田 朋弘
武藤 智花
中山 一成

【企画開発推進室】 室長
専門研究員

桐山 隆哉（兼務）
岡部 耕治

【漁業資源部】

（海洋資源科）

（栽培漁業科）

部長

科長
主任研究員
主任研究員
主任研究員
技師

科長
主任研究員
研究員

北原 茂

舛田 大作
蛭子 亮制
高木 信夫
山田 雄太
羽根 直希

浦 賢二郎
上利 貴光
浦江 壮志
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所 属 役 職 氏 名

【種苗量産技術開発センター】

（魚類科）

（介藻類科）

所長

科長
主任研究員
主任研究員
研究員
研究員

科長
主任研究員
主任研究員
主任研究員
研究員

北原 茂（兼務）

山田 敏之
平江 想
高木 信夫（兼務）
森  寛太
宮木 廉夫（兼務）

岩永 俊介
土内 隼人
松倉 一樹
島岡 啓一郎（兼務）
村田 昌子

【水産加工開発指導センター】

（加工科）

所長

科長
主任研究員
主任研究員
技師

松田 正彦

山口 辰哉
久保 久美子
島岡 啓一郎
石崎 航一郎

【環境養殖技術開発センター】

（漁場環境科）

（養殖技術科）

所長

科長
主任研究員
主任研究員
技師

科長
主任研究員
研究員
技師

松田 正彦（兼務）

山砥 稔文
鎌田 正幸
高田 順司
山名 涼太

杉原 志貴
竹本 悟郎
宮木 廉夫
岩﨑 亮磨

【調査船鶴丸】 船長

機関長
航海士
航海士
航海士
機関士
機関士
機関士
甲板員
甲板員

橋田 久司

小川 博文
種元 建二
佐々木 英太
田中 克則
藤川 選人
濱田 一郎
牧島 真吾
竹野 正茂
川口 耕平
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⑤ 施設概要

敷地  総面積                 約44,600㎡

建物  総床面積                約14,000㎡

① 本館                   2階 4,046 ㎡

② 水産加工開発指導センター         平家   637㎡

③ 養殖技術開発指導センター         平家559㎡

④ 種苗量産技術開発センター 飼育実験棟   平家2,430 ㎡

⑤ 種苗量産技術開発センター 種苗量産棟   平家3,720 ㎡

⑥ 種苗量産技術開発センター 種苗量産棟倉庫 平家   57 ㎡

⑦ 器材倉庫                 平家844 ㎡

⑧ 取水機械棟                平家270 ㎡

⑨ その他：介類種苗育成場，クロレラ水槽，網倉庫，飼料棟，浮き桟橋，海上生簀

⑥ 場内配置図



- 5 -

⑦ 備品一覧（主要設備・機器）

主要設備

屋内水槽
飼育実験棟 50トン×2面，30トン×3面，15トン×3面，12トン×6面

8トン×8面，6トン×4面，その他介類用 FRP水槽
種苗量産棟 150トン×1面，100トン×6面，50トン×6面，20トン×3面

その他介類用巡流水槽，FRP水槽，アクリル水槽

屋外水槽
魚病実験棟水槽 50トン×2面
クロレラ水槽 200トン×5面，45トン×4面
上屋付種苗育成場 巡流水槽 20トン×6面，FRP 5トン×6面

取水機械設備
主取水管 直径 80 cm×288 cm（水深 20 m），副取水管直径 50 cm×213 m
取水ポンプ 15 kw（174トン/h）×4台
送水能力 12,000トン/day
急速ろ過装置 5.5 kw（5.13トン/min）×3台，3.7 kw（3.31トン/min）×4台

冷凍・冷凍庫・冷蔵室  －30℃，80 m2，前室＋5℃，30 m2

海面筏・桟橋筏   桟橋筏12 m角×10台，沖筏 12 m角×4台

その他設備
温水ボイラー   130万 kcal×1基，80万 kcal×1基
ポンプチラー   加熱11.3万 kcal・冷却 10.1万 kcal×1基

加熱 7.7万 kcal・冷却 6.5万 kcal×1基
オゾン殺菌装置   処理量30トン/h×1基，10トン/h×1基
紫外線殺菌装置   処理量221.3トン/h，62.6トン/h，10トン/h×1基
省力化システム   クロレラ濃縮装置，水槽底掃除装置
水産加工設備   冷蔵実験室，冷凍庫，急速冷凍施設，レトルト殺菌装置

主要機器

所管科         品 名          取得年月日

漁業資源部
海洋資源科    自航式水中テレビカメラ       H 9. 1.29

水中位置測定装置          H 9. 1.29
自航式水中カメラ          H25. 2. 1
サイドスキャンソナーシステム    H28. 2.23

種苗量産技術開発センター
魚類科      網洗い機              H 9. 1.29

水産加工開発指導センター
加工科      ガスクロマトグラフ質量分析装置   H16. 8.12

真空凍結乾燥機           H20. 1.30
自動アミノ酸分析計         H21. 6. 1
近赤外分光光度計          H21. 8.27
紫外可視分光光度計         H22.10.21

           超高速液体クロマトグラフ      H27.10. 6

環境養殖技術開発センター
漁場環境科    走査型電子顕微鏡          H 9. 3.14

オートアナライザー         H25.10.25
養殖技術科    ウルトラミクロトーム        H 9. 2.26

透過型電子顕微鏡          H 9. 2.28
閉鎖ろ過システム          H26.12.19
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その１
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その２
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その３
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その４
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その５
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⑧ 技術指導（研修会等開催一覧） その６

⑨ 職員技術研修等


